



























るための収入もまた入学後二年目からの学費を得る当ても全くありませんでし 。そのような状況 中で生活費だけ持って上京することとなった です。
私の入学する「国士舘」は、大正六年、激動の大正中
期、創立者柴田德次郎先生ほか青年有志が、智力と胆力を備えた有為の人材の育成に思いをはせ、東京麻布の地に私塾「國士館」を創立したことを って始まりとします。そののち 吉田松陰ゆかりの地、江戸時代に、長州藩下屋敷「若林藩邸」のあった現松陰神社畔に学校を設立しました。商業学校 中学校、国士舘専門学校を経て、戦後、学制改革にともない、現在の大学へ 至っております。
昭和五〇年四月、東京に身寄りのない私は住居として
鶴川校舎（現町田キャンパス）望岳寮に入寮しまし 。私の入寮した五階Ｃ棟の舎監は、松本敏道先生で 。寮生の同級生に橋本長善、沼崎朋之 門井保君たちがいました。後に銃剣道部の仲間になりました。寮生活の一端を述べますと、早朝の「総員起床」から始まり、各階で「点呼」 「掃除」を行います。また 夜は「掃除」 「点呼」その後に「舘歌演習」等が行われ た。規律ある寮生活は、人間形成に資する思い出に残る体験となりました。
私が標題にある銃剣道という武道を知ったのは、昭和
四〇年代初め頃のテレビ番組で大塚製薬提供のご当地ドラマでもあった広島県呉市の対岸にある海軍兵学校を舞台にした青春ドラマ「若い命」です。俳優の南道郎扮する鬼教官が銃剣道防具を身にまとい、私がはじめて目にする木銃で生徒をしごく訓練風景が強烈な印象でした。銃剣道に非常 興味が湧き、機会があれば、是非やってみたいと思うよう なったのです。ちょうど海上自衛隊に入隊して昭和四七年夏、ドラマの舞台であった江田島の対岸、呉警備隊の営庭 私の銃剣道訓練が始まりました。
それから四年の歳月を経て政経学部政治学科の学生






























が、やがてそれ自体に大きな目的があることが後になってわかる様になりまし 。同好の者たちが好き 始めたクラブ活動でしたが、稽古をおこなう課程で修行には究極の道が存在することを知り得 のです。
そして、銃剣道の稽古を通じ、武道修行における人と
しての品格の向上を考えた時、自己の修行目的を自覚し、錬磨を通じて心身の向上・充実を図り、責任ある行動を心掛けた時に、それは決して自然発生的に生まれるものではないという結論に達しま た。常に身近の良き規範（良き先輩や見たり、読んだりした物） 模倣 て第二の天性と成す努力をするものでなければならない

















式の日を迎えることが出来ました。卒業式が終わり、吹奏楽部が奏でる「蛍の光」のメロディーが流れる中 会場の自席でいつま も立ち上がらずに 手拭で顔を押さえる自分 身 姿がそこにありました。
大学卒業後、学校法人国士舘に奉職することになりま
した。銃剣道を錬磨すること 道を知り、自身の行動が国家と関わりあることを悟り、大学職員 しての仕事や






























の健全育成と銃剣道の学校体育武道必修化 祈念して止みません。「孔子は賢者からは大きな道を学び、不賢者からは小さな道を学んだ。酒掃応対といったような小さな日常生活の心得も、治国平天下といったような政治的大理想も、事柄に大小の別がある しても、共に学ばなければならない。堅い人からも、必ずしも堅くない人からも、多くを学びとらなければならない。大道を説くだけが先生であるのではなく、小道を教える人もまた先生な である」 （子張）翻ひるが
って、現代社会に生きる私共は、多くの人を師と
して精進に努めねばと感じ入っております。最後にこれからの己の人生の指標としております言葉 記し、筆を
置きます。「忠勤を抽
ぬき
んで殊
こと
に丹誠を致す（真心を込めて物事を
すること） 」 （源平盛衰記）「一切は、現象に如
し
かず」
